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ス（Gladstone Charles Fletcher Porteous 張爾昌）夫妻の影響力は非常に大きかった。ポー
デス夫妻は内地会の宣教師として、1904 年にオーストラリアから中国の広州に到着
した。その時、内地会イギリス人宣教師アデーム及び英国循道公会宣教師ポラードは
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　2015 年 9 月、筆者は中国の雲南省昆明市禄勧県の管轄する一つの村落において現
地のフィールドワークを行った。禄勧県は昆明市の北部に位置し、昆明市の管轄地の
一つである。県人民政府所在地屏山鎮は海抜 1679 メートル、平均気温 15.9 度で、昆
明市から約 90 キロの距離がある。禄勧県が直接管轄する鎮、郷は全部で 16 存在する。
禄勧県は東西 69 キロ、南北 105 キロ、4249 平方キロメートルの面積と 24 民族の約
42 万人の人口を擁している。山岳地域は全面積の約 9 割を占めている。調査対象で
ある L 村落は、禄勧県団街鎮管轄地に含まれる山岳地域のイ族村落である。昆明市
の西北部の郊外海抜2350メートルの場所にあり、昆明市から約100キロの距離がある。












































































































































ていた。昼の礼拝は日曜日の 3 回の礼拝の中で最もながく、1 時間から 1 時間半にも
及ぶ。礼拝後、約 30 分かけて、互いに挨拶したり、世間話をしたり、祈ったりする
のであって、その後、解散する。
　夜 7 時から約 1 時間弱をかけて、夜の礼拝が開かれ、この礼拝の参加者は再び L
村落の住民だけである。多くの礼拝参加者はこのような礼拝に参加することによって、
信徒同士の間に交流が出来、心が満たされ、文化的な娯楽活動とレジャースポットの
不足による生活の単調さも消えてゆく、と礼拝参加者は語っている。
　また金曜集会と聖日礼拝のほかに重要な不定期に催される新生児の命名、結婚式、
葬式など一生の節目の儀式がある。さらに、正月祭、イースター、感謝祭、クリスマ
スなどの年間の定期行事において、隣接の姉妹教会と合同礼拝や食事会など活動を行
う。
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そのほか、村のキリスト者は外の世界から押し寄せる新しい経済文化と社会情勢の波
に埋もらされないため、キリスト者の信仰を高めるため、村教会は現地の雨季の農閑
期を利用し、聖書の勉強会を開き、多くのイ族キリスト者に聖書の知識を普及させた。
結論
　以上のフィールドワークにおいて観察したように、雲南省禄勧県のイ族の改宗から
約百年もの長い歴史が経ち、キリスト教はイ族の価値観と社会構造に大きな変化をも
たらしながら深く浸透し、キリスト教改宗以前に見られた原始宗教の実践の多くがキ
リスト教によって代替されている一方で、キリスト教はイ族民衆の普段の生活の重要
な一部分になっている。急速な社会変革や経済の高度な発展によって、都市部や漢民
族と違い、イ族は社会の一番底辺に取り残されている。彼らの精神生活を支えるのは、
地元の政府ではなく、宣教師が伝えたキリスト教である。イ族キリスト者は、キリス
ト教の様々な教えの中で、抑圧された少数民族として彼らの経験してきた苦難に対し
て説明と救済の可能性に関する側面に特に関心を抱く、より多くの民族成長の空間を
得られたと言えるのである。
　本稿では論じ得なかったが、例えば、イ族の伝統文化とキリスト教の関係や融合な
どの分析課題が残されている。今後はそれらに取り組みつつ、イ族社会におけるキリ
スト教化の状況について検討を進めたい。
